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した外国援助の効果をJCNCの調査研究として調べ, 『援助と自立』 (同文館, 1991年)として刊行｡
1989年7月
日仏間の学術交流の功労により,フランス政府から大革命200周年記念の教育文化シュバリエ勲章












かつて学んだパリ大学高等研究院(Ecole Pratique des Hautes Etudes EPHE)が社会科学高等研究院

















































































時期にはオープン教育センターで全学部生向けの｢平和学｣, ｢国際開発援助｣, ｢開発と平和｣ (演習),
｢東アジアの市民社会と民主化｣ (大学院演習)等の学科目を開設,担当する｡
2001年2月

































































Development, Culture and Participation. Toward Theorizing Endogenous Development '2003,タ
ライボサ･ウエレニ"Ecotourism Development in the South Pacific Islands" 2005,鈴木弥生『バン
グラデシュの農村における援助と社会開発-クミッラ県における農村移住者へのインパクト』)が巣立
つ｡稲門西川会の会員は850人を越える｡
今,この年譜を省みながら記して,父母の愛,師友や同僚の適切な指導,忠言と支援,学生諸君との
対話とそこから受ける刺激,そして社会からの温かい眼と激励が,一人の研究者の成長にいかに欠かせ
ないものであったかを痛感する｡また,学院の時から1人の若者を教育し,学びと社会ネットの場を提
供し,常に自由な研究と教育の場を通じて社会と世界で活躍する場を与えて頂いた早稲冒大学の大きな
包容力には深く感謝している｡改めて,皆様に心からのお礼を申し上げたい｡
(西川　潤記)
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